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論文内容の要　旨
【目　的】
申請者は、滋賀医科大学泌尿器科学講座岡田裕作教授により「前立腺特異抗原（PSA）の定性的
測定法であるOneStep PSAでM testの有用性について」という研究課題を受けた。前立腺癌の早
期発見のために血液中PSA測定が最も有用と言われている。今日、PSA測定キットは多数存在し、
その殆どが定量的測定法であるが、検診などでは陽性、陰性のみを判定する定性的検出法も有効と
考えられる。申請者は短時間でPSA異常値を検出できるOne Step PSATM testの有用性について
検討した。
【方　法】
1991年3月から1999年5月までに前立腺癌または前立腺肥大症のため、滋賀医科大学付属病院泌
尿器科へ入院された患者のうち147名の凍結保存血清をOne Step PSATM testにて判定した。同じ
血清をACS－PSA2EIAキット（Chiron，Cutt－Off．2．1ng／ml）にて定量的に測定し、両者の相関を
検討した。また、標準PSAをOng／mlから10ng／mlまで調製し、OneStep PSATM testに滴下L
bandの出現を調べた。使用したOne Step PSATM testはimmunOChromatographyの原理を用い
た定性的検出法である。約120〟1の血清を滴下すると、15～20分後にchromatography上に
controlbandが出現し、陽性であれば同時にtest bandも出現する。
【結　果】
調製PSAでは2ng／ml以上でtest bandが出現し、4ng／ml以上ではtest bandの色調がcontrol
bandと同等になる。147例中OneStepPSATM testにて陽性と判定されたのは62例、陰性は85例で
あった。陽性例のPSA最低値は1．9ng／mlであり、4．Ong／ml以上の52例はすべて陽性であった。4．O
ng／ml未満の94例中85例が陰性であった。OneStep PSATM testの検出感度は4・Ong／mlと考えら
れ、その際sensitivityは100％、SPeCificityは90．4％である。
【考　察】
OneStepPSATMtestの検出感度は4．Ong／mlと思われる。本法は特殊な器械を使用せず簡便に
短時間でPSA異常値を検出できた。
【結　論】
前立腺癌検診などの一次スクリーニングの手段として有用と考えられる。
論文審査の結果の要旨
前立腺癌の早期発見・診断や経過観察には、血清中の前立腺特異抗原（prostate－SpeCific
antigen，PSA）の値が用いられる。PSAはカリクレイン遺伝子ファミリーに属するセリンプロテ
ー32－
アーゼであり、生理的基質はセメノゲリンである。
本研究は、本学位授与申請者らが開発した、PSAの異常値を定性的に検出できるOne Step
PSATM testの有効性を評価したものである。検出法の原理は2つのモノクローナル抗体を用いた
immunochromatographyであり、5×60mTnの大きさのろ紙に血清120〟1を滴下し、約15分後に判
定する。検出感度は血清PSA4ng／mlであった。本法は簡便で、短時間にPSA異常値を検出でき、
経済性にも優れ、集団検診などでの一次スクリーニングの手段として有用であることを示した。よっ
て本論文は博士（医学）の学位論文に値するものと認める。
なお、本学位授与申請者は、平成14年2月8日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合
格と認められた。
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